
七
月
一
〇
日
（
日
）
此
花
会
館
で

第
五
七
回
大
阪
府
連
大
会
が
三
七
名

の
参
加
で
開
か
れ
ま
し
た
。

渡
辺
武
会
長
の
開
会
あ
い
さ
つ
で

大
会
の
議
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。
来

賓
の
日
本
ユ
ー
ラ
シ
ア
協
会
大
阪
府

支
部
連
合
会
理
事
長
・
榊
正
明
さ
ん

が
「
困
難
・
複
雑
な
状
況
の
中
、
ロ

マ
ン
あ
る
友
好
運
動
を
協
力
・
連
携

し
て
す
す
め
よ
う
」
兵
庫
県
連
会
長
・

前
田
清
さ
ん
は
「
中
国
革
命
は
す
ば

ら
し
い
が
、
い
ま
格
差
や
腐
敗
な
ど

多
く
の
問
題
を
か
か
え
て
い
る
。
マ

ス
コ
ミ
の
反
中
国
論
調
に
負
け
な
い

た
め
に
も
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
正
し

く
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
県

民
に
影
響
を
広
げ
る
た
め
、
日
中
友

好
六
〇
年
の
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
を
普
及

し
て
い
る
」
滋
賀
県
支
部
事
務
局
長

の
市
村
祥
三
さ
ん
は
「
漫
画
展
の
成

功
と
初
め
て
の
七
・
七
行
動
な
ど
、

市
民
に
見
え
る
活
動
を
展
開
し
て
い

ま
す
。
草
津
・
彦
根
な
ど
五
つ
の
班

と
直
属
会
員
で
組
織
強
化
に
も
取
り

組
ん
で
い
る
。
五
〇
年
表
彰
を
受
け

ま
し
た
が
、
四
八
年
は
大
阪
で
、
二

年
は
滋
賀
県
で
活
動
し
て
い
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。

中
国
駐
大
阪
・
鄭
祥
林
総
領
事
か

ら
は
「
日
中
間
の
友
好
交
流
と
相
互

理
解
が
さ
ら
に
深
ま
り
、
ア
ジ
ア
と

世
界
の
平
和
が
一
層
促
進
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

辛
亥
革
命
か
ら
百
年
、
柳
条
湖
事

件
か
ら
八
十
年
の
節
目
の
年
を
、
草

の
根
か
ら
日
中
友
好
運
動
を
い
っ
そ

う
発
展
さ
せ
、
支
部
組
織
の
強
化
発

展
、
７
０
０
名
の
府
連
組
織
の
建
設
、

太
極
拳
教
室
や
中
国
語
講
座
な
ど
文

化
活
動
の
と
り
く
み
、
八
月
に
開
か

れ
る
「
平
和
の
た
め
の
戦
争
展
」
を

成
功
さ
せ
よ
う
と
、
片
山
理
事
長
か

ら
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
で
は
五
〇
年
会
員
・
上
垣
真

木
子
さ
ん
と
三
〇
年
会
員
・
片
山
悦

子
さ
ん
へ
表
彰
状
な
ど
が
渡
辺
会
長

か
ら
贈
ら
れ
ま
し
た
。(

２
面
に
続
く
）
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友
好
協
力
と
相
互
理
解
を
深
め

市
民
に
見
え
る
活
動
を
・
府
連
大
会
開

府連通信

柳条湖事件８０周年・日中アヘン戦争

写真展・パネル・戦時品展示・ビデオ上映など

８/１８(木)～２０(土)・10：00～19：00

（２０日は16：00まで）

梅田茶屋町・阪急北ビル４階・日中文化センター

連絡先：大阪府連06-6372-8131

2011平和のための戦争展

来
年
は
日
中
国
交
回
復
四
〇
年
、

私
た
ち
の
組
織
を
ま
す
ま
す
大
き
く

し
て
い
か
な
く
て
は
と
考
え
ま
す
。

三
月
十
一
日
に
お
き
た
東
日
本
大

震
災
と
原
発
事
故
が
解
決
の
メ
ド
さ

え
つ
い
て
い
ま
せ
ん
。
二
万
人
余
の

方
々
が
死
亡
あ
る
い
は
行
方
不
明
に

な
っ
て
い
ま
す
。
協
会
も
宮
城
、
岩

手
、
福
島
か
ら
、
か
な
り
の
被
害
を

受
け
た
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

六
月
三
日
大
阪
府
議
会
に
お
い
て
、

教
職
員
が
君
が
代
を
斉
唱
す
る
と
き

に
は
起
立
を
す
る
、

そ
れ
に
反
す
る
人

は
処
罰
す
る
と
い

う
条
例
が
、
ほ
と

ん
ど
審
議
も
せ
ず
に
強
行
さ
れ
ま
し

た
。
（
小
渕
内
閣
は
国
家
と
国
旗
を

決
め
ま
し
た
が
、
け
っ
し
て
強
制
す

る
も
の
で
は
な
い
と
答
弁
）

府
立
高
校
や
府
に
関
係
す
る
と
こ

ろ
で
は
、
今
後
実
施
さ
れ
か
ね
ま
せ

ん
。
心
あ
る
人
、
ア
ジ
ア
の
平
和
の

た
め
に
が
ん
ば
っ
て
き
た
人
た
ち
と

と
も
に
、
こ
の
問
題
で
は
が
ん
ば
り

た
い
と
お
も
い
ま
す
。

昨
年
の
尖
閣
問
題
で
は
日
中
の
国

民
感
情
が
悪
化
し
ま
し
た
が
、
今
回

の
大
震
災
時
に
は
物
心
両
面
で
中
国

か
ら
大
き
な
支
援
が
あ
り
、
日
本
人

の
良
識
あ
る
態
度
を
見
て
、
大
き
く

変
化
が
お
こ
り
少
な
か
ら
ず
改
善
さ

れ
て
き
て
い
ま
す
。

全
国
大
会
で
は
組
織
を
大
き
く
、

二
万
人
に
し
よ
う
と
決
め
ま
し
た
。

大
阪
で
は
ま
ず
７
０
０
人
に
、
現
在

は
一
進
一
退
で
す
が
、
皆
さ
ん
の
さ

ま
ざ
な
つ
な
が
り
を
い
か
し
て
、
元

気
の
あ
る
大
阪
府
連
に
し
て
い
き
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。(

あ
い
さ
つ
要
旨
）

来
年
は
国
交
回
復
四
〇
年

元
気
な
大
阪
府
連
に
会
長
・
渡
辺
武

８/１７(水)～２８(日) 13：00～17：00

８/２２(月)・８/２３(火)は休み・入場無料

会場：大阪きりえセンター・大証ビル２０５

(北区天神橋1-19-15・TEL：06-6354-0102）

主催：日中友好協会大阪府連合会

日中友好・第４３回

全国きりえコンクール秀作作品展

支
部
組
織
の
強
化

や
戦
争
展
な
ど
討

日本ユーラシア協会大阪・榊正明理事長(上)

兵庫県連・前田清会長(下)が来賓あいさつ



府
連
大
会
で
の
発
言
要
旨
で
す
。

西
支
部
の
稲
田
雪
男
さ
ん

「
六
〇
年
安
保
の
こ
ろ
西
区
で
入
会

し
、
五
〇
年
会
員
の
表
彰
を
う
け
ま
し

た
。
中
国
の
文
化
大
革
命
で
協
会
の
困

難
な
時
期
を
、
き
り
え
の
普
及
活
動
を

中
心
に
活
動
し
て
き
ま
し
た
。
き
り
え

も
美
術
界
で
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

こ
れ
か
ら
も
年
賀
状
・
干
支
色
紙
な
ど

の
講
習
会
を
し
て
行
き
ま
す
」

東
大
阪
の
北
郷
（
ほ
ん
ご
う
）
さ
ん

「
最
近
入
会
し
、
全
国
大
会
へ
も
行
っ

て
き
ま
し
た
。
中
国
で
十
五
年
、
人
民

解
放
軍
で
医
者
と
し
て
活
動
、
最
近
訪

中
し
て
解
放
軍
幹
部
の
話
『
海
外
派
兵

は
し
な
い
が
、
中
国
軍
は
日
米
安
保
と

ア
メ
リ
カ
軍
の
存
在
や
、
国
家
建
設
の

た
め
に
も
必
要
』
と
聞
き
感
銘
し
た
。

日
の
丸
・
君
が
代
問
題
に
は
非
常
に

反
感
を
も
っ
て
い
る
。
も
っ
と
歴
史
を

知
る
べ
き
で
あ
り
、
若
者
へ
の
正
し
い

歴
史
教
育
が
必
要
だ
。
地
域
で
は
中
国

の
こ
と
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
映
画

会
を
行
な
っ
て
い
る
」

東
京
在
住
の
松
尾
豊
副
会
長

「
東
北
へ
何
回
も
支
援
に
行
っ
て
い

ま
す
が
、
復
興
が
遅
く
、
町
村
合
併
で

自
治
体
に
は
お
金
が
な
い
の
で
何
も
で

き
な
い
状
況
で
す
。
漁
民
の
声
を
聞
か

ず
、
漁
業
特
区
構
想
が
問
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。
被
災
地
で
は
雇
用
が
緊
急
の

課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
九
月
か
ら
大

阪
で
が
ん
ば
り
ま
す
」

堺
支
部
の
荒
崎
博
さ
ん

「
中
国
で
日
本
語
教
師

を
し
て
い
た
準
会
員
の

方
と
、
福
建
省
と
の
村
ぐ
る
み
の
交
流

会
を
行
っ
て
い
ま
す
」

門
真
支
部
の
中
村
健
二
さ
ん

「
今
年
も
梅
狩
り
に
十
二
名
で
行
っ

て
き
ま
し
た
。
在
日
外
国
人
の
支
援
活

動
も
行
っ
て
い
ま
す
。
会
員
拡
大
で
は

苦
労
し
て
い
ま
す
」

西
支
部
の
平
松
悦
雄
さ
ん

｢

太
極
拳
以
外
に
も
毎
月
行
事
を
行

な
う
努
力
を
し
て
い
ま
す
。
一
月
は
ミ

ニ
文
化
祭
を
文
化
教
室
三
部
屋
を
使
っ

て
行
い
ま
し
た
。
参
加
者
が
そ
れ
ぞ
れ

持
っ
て
い
る
特
技
で
あ
る
、
詩
吟
や
歌
・

パ
ソ
コ
ン
・
中
国
語
・
書
道
・
絵
画
な

ど
と
、
太
極
拳
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
昼

食
会
を
は
さ
ん
で
行
い
ま
し
た｣

渡
辺
武
会
長
と
新
役
員
を
選
出
し
、

二
部
の
祝
賀
会
で
は
、
支
部
で
の
行
事

の
取
り
組
み
な
ど
、
苦
労
話

や
本
音
の
ト
ー
ク
で
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

各
団
体
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

中
国
駐
大
阪
・
鄭
祥
林
総
領

事
、
大
阪
府
保
険
医
協
会
・
高

木
英
司
理
事
長
、
日
本
ベ
ト
ナ

ム
友
好
協
会
大
阪
府
連
合
会
・
梅
田
章
二

会
長
、
日
本
コ
リ
ア
協
会
大
阪
・
飯
田
光

徳
理
事
長
、
治
安
維
持
法
犠
牲
者
国
家
賠

償
要
求
同
盟
大
阪
府
本
部
・
柳
河
瀬
精
会

長
、
関
西
合
同
法
律
事
務
所
、
京
橋
共
同

法
律
事
務
所
、
全
大
阪
労
働
組
合
総
連
合
・

川
辺
和
宏
議
長
、
大
阪
自
治
体
労
働
組
合

総
連
合
・
小
山
国
治
執
行
委
員
長
代
理
、

大
阪
府
立
高
等
学
校
教
職
員
組
合
・
志
摩

毅
執
行
委
員
長
、
日
本
共
産
党
・
宮
本
た

け
し
衆
議
院
議
員
、
大
阪
府
委
員
会
・
清

水
た
だ
し
国
民
運
動
本
部
長
、
大
阪
市
会

議
員
団
・
北
山
良
三
団
長
、
日
本
中
国
友

好
協
会
・
長
尾
光
之
会
長
、
東
京
都
連
合

会
・
石
子
順
会
長
、
愛
知
県
連
合
会
・
石

川
賢
作
会
長
、
京
都
府
連
合
会
、
和
歌
山

県
連
合
会
・
橋
爪
利
次
会
長
、
奈
良
支
部
・

山
川
博
支
部
長(

敬
称
略
・
順
不
同
）
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七
月
七
日
の
盧
溝
橋
事
件
記

念
日
に
は
、
毎
年
宣
伝
行
動
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
七

日
の
淀
屋
橋
で
の
宣
伝
が
雨
で

中
止
と
な
り
、
十
二
日
、
西
支

部
の
六
名
が
参
加
し
て
西
区
の

地
下
鉄
九
条
駅
前
で
小
雨
降
る

中
、
マ
イ
ク
宣
伝
と
ビ
ラ
配
り

を
行
な
い
ま
し
た
。
女
の
子

が
話
し
か
け
て
く
る
場
面
も

あ
り
、
柳
条
湖
事
件
か
ら

八
〇
年
、
中
国
へ
の
侵
略
戦

争
を
反
面
教
師
と
し
て
、
過

去
の
歴
史
に
学
び
、
平
和
で

友
好
的
な
両
国
関
係
を
築
き

ま
し
ょ
う
と
訴
え
ま
し
た
。

西
区
九
条
駅
前
で
不
再
戦
・
宣
伝
行
動

今
年
は
満
州
事
変
（
柳
条
湖
事
件
）

八
十
年
、
真
珠
湾
攻
撃
か
ら
七
十
年

で
す
。
そ
の
真
珠
湾
で
沈
ん
だ
船
や

降
伏
調
印
し
た
船
、
終
戦
時
に
は
対

馬
沖
に
い
た
潜
水
艦
等
を
見
学
し
て

き
ま
し
た
。

真
珠
湾
に
沈
ん
だ
船
は
引
き
上
げ

る
こ
と
が
出
来
ず
、
そ
の
残
骸
の
海

上
に
ア
リ
ゾ
ナ
記
念
館
が
つ
く
ら
れ
、

ア
メ
リ
カ
の
人
た
ち
は
ハ
ワ
イ
に
来

れ
ば
大
半
の
人
が
早
朝
か
ら
訪
れ
る

そ
う
で
す
。
時
あ
た
か
も
夏
休
み

（
五
月
下
旬
～
三
ヶ
月
）
に
入
り
、

学
生
た
ち
も
多
く
見
学
し
て
い
ま
し

た
。午

前
九
時
に
は
千
人
が
入
館
、
日

本
人
は
一
桁
ぐ
ら
い
で
す
。
真
珠
湾

攻
撃
の
映
像
を
観
て
か
ら
、
船
に
乗
っ

て
ア
リ
ゾ
ナ
記
念
館
で
沈
ん
だ
船
の

残
骸
を
見
ま
し
た
。
こ
の
記
念
館
は
、

二
度
と
再
び
戦
争
を
起
こ
さ
ず
、
平

和
を
願
っ
て
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
日

中
友
好
協
会
が
訴
え
て
い
る
不
再
戦

の
運
動
と
、
十
二
分
に
手
を
結
ぶ
こ

と
が
で
き
る
内
容
で
す
が
、
戦
後
ア

メ
リ
カ
が
や
っ
て
い
る
こ
と
は
、
間

逆
の
こ
と
で
は
な
い
か
い
と
訴
え
た

か
っ
た
で
す
。

公
園
に
展
示
し
て
あ
る
人
間
魚
雷

『
Ｋ
Ａ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
』
の
説
明
を
受
け

た
後
、
太
平
洋
戦
争
か
ら
沖
縄
戦
や

朝
鮮
戦
争
、
そ
し
て
湾
岸
戦
争
へ
と

転
戦
し
、
日
本
が
降
伏
調
印
し
た
ミ

ズ
リ
ー
号
を
見
学
。
沖
縄
戦
で
は
神

風
特
攻
機
の
体
当
た
り
を
う
け
、
へ

こ
ん
だ
後
が
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
亡
く
な
っ
た
十
九
歳
の
日

本
パ
イ
ロ
ッ
ト
兵
の
、
米
側
に
よ
る

葬
儀
写
真
を
見
る
と
、
何
と
も
言
え

な
い
温
か
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

湾
岸
戦
争
で
は
ト
マ
ホ
ー
ク
を
三

桁
発
射
し
て
お
り
、
そ
の
ス
イ
ッ
チ

を
見
た
と
き
に
は
寒
気
が
し
、
こ
の

一
回
押
す
ご
と
に
ど
れ
だ
け
の
犠
牲

が
し
い
ら
れ
た
か
と
思
う
と
、
ど
ん

な
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
戦
争
で
は
な

く
話
し
合
い
で
平
和
的
に
進
ん
で
い
っ

て
ほ
し
い
と
願
わ
ず
に
は
お
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。
（
西
支
部
・
平
松
悦
雄
）

日
米
開
戦
七
十
年
の
ハ
ワ
イ
へ

真
珠
湾
・
ア
リ
ゾ
ナ
記
念
館
な

府
連
大
会
代
議
員
の
発
言
か
ら

各
支
部
・
多
彩
な
行
事
を
展

沈んでいるアリゾナ号の上に祈念館（上）

降伏調印したミズーリー号（下）

五
〇
年
表
彰
の

稲
田
雪
男
さ
ん


